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  （百万円未満切捨て）

１．平成27年３月期第２四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期第２四半期 124,452 0.2 5,476 △2.2 5,992 0.9 3,525 △6.4 

26年３月期第２四半期 124,201 3.1 5,597 7.1 5,938 1.9 3,766 100.1 
 
（注）包括利益 27年３月期第２四半期 5,212 百万円 （△6.0％）   26年３月期第２四半期 5,546 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年３月期第２四半期 14.92 － 

26年３月期第２四半期 15.78 13.61 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

27年３月期第２四半期 383,021 195,642 50.6 825.33 

26年３月期 375,051 193,394 51.0 805.68 
 
（参考）自己資本 27年３月期第２四半期 193,649 百万円   26年３月期 191,459 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年３月期 － 5.00 － 5.00 10.00 

27年３月期 － 5.00       

27年３月期（予想）     － 5.00 10.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

 

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 255,000 △0.2 11,600 △6.4 12,300 △8.5 7,500 △0.5 32.04 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有    

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年３月期２Ｑ 278,851,815 株 26年３月期 278,851,815 株 

②  期末自己株式数 27年３月期２Ｑ 44,218,180 株 26年３月期 41,214,681 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期２Ｑ 236,243,558 株 26年３月期２Ｑ 238,646,848 株 

 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

・当社は、以下の通り投資家向け説明会を開催する予定です。 

平成26年11月11日（火）・・・・・・機関投資家・アナリスト向け決算説明会 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費においては消費税増税前の駆け込み需要の反動等も

あり伸び悩みましたが、民間設備投資は企業収益の改善とともに堅調に推移するなど、極めて緩やかながらも回復

基調を続けております。

貨物自動車運送業界におきましては、人手不足による人件費の上昇や燃料価格の高止まりに加えて、円安に伴う

諸物価の値上がりによる運送コストの増加が続いており、引き続き厳しい経営環境下にありました。 

このような状況のもと当社グループでは、引き続き、小口商業荷物市場に特化し、顧客構造の見直しと運賃収受

率の改善に努めてまいりました。

以上の結果、売上高は1,244億52百万円（前年同四半期比0.2％増）、営業利益は54億76百万円（前年同四半期比

2.2％減）となり、経常利益は59億92百万円（前年同四半期比0.9％増）、四半期純利益は、35億25百万円（前年同

四半期比6.4％減）となりました。

これらをセグメント別に見た事業の概況は次のとおりであります。

運送事業におきましては、輸送量は前期末からの反動と不採算荷物の見直しにより減少が続いておりましたが、

当第２四半期末にかけて急速に回復の兆しが見えてまいりました。一方、運賃の是正や不採算荷物からの撤退など

荷物構造の改善を推し進めるとともに、チャーター事業への取り組みを強化してまいりました。また、東根、新庄

（山形県）及び名古屋南（愛知県）に新たに拠点を開設し、ネットワークの拡充を図ってまいりました。 

以上の結果、売上高は1,088億81百万円（前年同四半期比0.5％減）、営業利益は49億51百万円（前年同四半期比

1.3％増）となりました。

流通加工事業におきましては、東根及び名古屋南に流通施設の機能を設け、業容の拡大を図るとともに、センタ

ー運営や業務の効率化に努めてまいりました。 

以上の結果、売上高は58億５百万円（前年同四半期比6.1％増）、営業利益は１億26百万円（前年同四半期比

60.7％減）となりました。

国際事業におきましては、利用運送事業では、日本発着の貨物のみならず中国・東南アジア域内の拡大に努め、

好調に推移いたしましたが、国内通関事業は回復には至りませんでした。

以上の結果、売上高は30億16百万円（前年同四半期比0.8％減）、営業利益は２億41百万円（前年同四半期比

5.8％減）となりました。

その他事業におきましては、賃貸施設の増床に加え、商品販売事業も堅調な運びとなりました。

以上の結果、売上高は67億49百万円（前年同四半期比7.9％増）、営業利益は18億26百万円（前年同四半期比

2.7％増）となりました。

 

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて79億70百万円増加し3,830億21百万

円となりました。これは主に、建物及び構築物や建設仮勘定の増加などにより有形固定資産が49億55百万円増加し

たことや、投資有価証券の増加などにより投資その他の資産が25億16百万円増加したことによります。

 

（負債）

当第２四半期連結会計期末における負債合計は、前連結会計年度末に比べて57億22百万円増加し1,873億79百万

円となりました。これは主に、長期借入金（１年内返済予定を含む）が57億10百万円増加したことによります。

 

（純資産）

当第２四半期連結会計期末における純資産は、前連結会計年度末に比べて22億47百万円増加し1,956億42百万円

となりました。これは主に、自己株式の増加はありましたが、利益剰余金の増加により株主資本が５億62百万円増

加したことや、その他有価証券評価差額金の増加などによりその他の包括利益累計額が16億28百万円増加したこと

によります。
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（キャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末から４

億61百万円増加し184億円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期に比べ30億53百万円増加（前年同四半期比51.3％増）し90

億５百万円の資金収入となりました。これは主に、未払消費税等の増減額や仕入債務の増減額が増加したことなど

によります。

投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期に比べ７億14百万円減少（前年同四半期比7.7％減）し99

億97百万円の資金支出となりました。これは主に、投資有価証券の取得による支出が減少した反面、無形固定資産

の取得による支出が増加したことや投資有価証券の売却による収入が減少したことなどによります。

財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期に比べ42億78百万円増加（前年同四半期は28億12百万円の

資金支出）し14億65百万円の資金収入となりました。これは主に、自己株式の取得による支出が増加した反面、借

入れによる収入が増加したことなどによります。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の見通しといたしましては、長期にわたるデフレからの脱却は伺えますが、前期末の駆け込み需要の影響は

大きく、合わせて世界経済も次第に下振れ傾向に転じるものと予測され、予断を許さない状況が続くものと思われ

ます。

貨物自動車運送事業におきましては、輸送量に期待は持てず、人手不足問題は深刻度を増すなど今後も厳しい経

営環境下が続くものと思われます。 

このようななか、当社グループでは、引き続き運賃の見直しを強力に進めていくとともに、輸送ネットワークの

拡充を通してサービスの向上を図ってまいります。また、流通加工事業では前期からの新設事業所の収益力の建て

直しに努め、国際事業では東南アジア諸国での事業強化を図ってまいります。 

 

以上により、連結業績予想につきましては、平成26年５月９日の「平成26年３月期  決算短信」で公表いたしま

した通期の連結業績予想を修正致しました。

 

平成27年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益
1 株 当 た り

当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ） 254,000 10,400 10,800 7,200 30.55

今回修正予想（Ｂ） 255,000 11,600 12,300 7,500 32.04

増減額（Ｂ－Ａ） 1,000 1,200 1,500 300 －

増減率（％） 0.4 11.5 13.9 4.2 －

（ご参考）前期実績

（平成26年３月期）
255,421 12,391 13,448 7,538 31.61
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67条本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定

方法を、従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期

間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率に変更しております。 

これに伴う当第２四半期連結累計期間の期首の利益剰余金及び当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は

ありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 19,379 19,841 

受取手形及び売掛金 33,769 32,483 

繰延税金資産 1,497 1,274 

その他 3,101 3,446 

貸倒引当金 △280 △202 

流動資産合計 57,467 56,843 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 202,630 207,975 

減価償却累計額 △132,376 △134,621 

建物及び構築物（純額） 70,254 73,353 

機械装置及び運搬具 60,016 60,775 

減価償却累計額 △49,742 △50,851 

機械装置及び運搬具（純額） 10,273 9,923 

工具、器具及び備品 13,042 13,087 

減価償却累計額 △11,001 △10,780 

工具、器具及び備品（純額） 2,041 2,306 

土地 187,334 187,237 

建設仮勘定 3,168 5,206 

有形固定資産合計 273,071 278,027 

無形固定資産 4,223 5,345 

投資その他の資産    

投資有価証券 33,042 35,316 

繰延税金資産 1,873 1,952 

その他 5,460 5,614 

貸倒引当金 △87 △79 

投資その他の資産合計 40,288 42,804 

固定資産合計 317,583 326,178 

資産合計 375,051 383,021 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 17,475 17,407 

短期借入金 11,400 10,900 

1年内返済予定の長期借入金 12,479 15,467 

リース債務 999 254 

未払法人税等 3,409 2,246 

賞与引当金 2,996 2,845 

その他 13,764 15,438 

流動負債合計 62,524 64,559 

固定負債    

転換社債型新株予約権付社債 20,000 20,000 

長期借入金 40,759 43,481 

リース債務 19 13 

再評価に係る繰延税金負債 27,563 27,563 

再開発費用引当金 2,089 2,089 

債務保証損失引当金 13 13 

退職給付に係る負債 20,065 20,357 

負ののれん 24 0 

その他 8,595 9,300 

固定負債合計 119,132 122,820 

負債合計 181,656 187,379 

純資産の部    

株主資本    

資本金 30,310 30,310 

資本剰余金 37,102 37,102 

利益剰余金 103,700 106,038 

自己株式 △17,906 △19,682 

株主資本合計 153,206 153,769 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 9,438 10,921 

土地再評価差額金 30,617 30,617 

為替換算調整勘定 52 40 

退職給付に係る調整累計額 △1,856 △1,698 

その他の包括利益累計額合計 38,252 39,880 

少数株主持分 1,935 1,992 

純資産合計 193,394 195,642 

負債純資産合計 375,051 383,021 
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 124,201 124,452 

売上原価 115,506 115,934 

売上総利益 8,694 8,517 

販売費及び一般管理費 3,097 3,040 

営業利益 5,597 5,476 

営業外収益    

受取利息 2 2 

受取配当金 366 487 

負ののれん償却額 24 24 

その他 217 296 

営業外収益合計 611 810 

営業外費用    

支払利息 211 199 

金利スワップ評価損 － 16 

その他 57 78 

営業外費用合計 269 294 

経常利益 5,938 5,992 

特別利益    

固定資産売却益 99 3 

投資有価証券売却益 379 48 

負ののれん発生益 116 6 

受取和解金 205 － 

特別利益合計 800 57 

特別損失    

固定資産売却損 2 0 

固定資産除却損 97 43 

減損損失 177 323 

投資有価証券評価損 91 59 

特別損失合計 369 427 

税金等調整前四半期純利益 6,369 5,622 

法人税、住民税及び事業税 2,554 2,168 

法人税等調整額 △69 △129 

法人税等合計 2,484 2,039 

少数株主損益調整前四半期純利益 3,885 3,583 

少数株主利益 118 58 

四半期純利益 3,766 3,525 

少数株主利益 118 58 

少数株主損益調整前四半期純利益 3,885 3,583 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,633 1,483 

為替換算調整勘定 27 △13 

退職給付に係る調整額 － 158 

その他の包括利益合計 1,661 1,628 

四半期包括利益 5,546 5,212 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 5,422 5,154 

少数株主に係る四半期包括利益 123 58 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 6,369 5,622 

減価償却費 4,703 5,154 

負ののれん償却額 △24 △24 

減損損失 177 323 

引当金の増減額（△は減少） 402 △236 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 537 

その他 △2,481 667 

小計 9,147 12,045 

利息及び配当金の受取額 369 489 

利息の支払額 △214 △200 

法人税等の支払額 △3,350 △3,329 

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,952 9,005 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △9,012 △8,510 

有形固定資産の売却による収入 100 3 

投資有価証券の取得による支出 △1,129 △135 

投資有価証券の売却による収入 725 143 

定期預金の預入による支出 △789 △640 

定期預金の払戻による収入 1,091 639 

その他 △269 △1,496 

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,282 △9,997 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

借入れによる収入 24,800 29,800 

借入金の返済による支出 △25,192 △24,589 

リース債務の返済による支出 △1,097 △750 

配当金の支払額 △1,205 △1,199 

自己株式の取得による支出 △4 △1,776 

その他 △112 △18 

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,812 1,465 

現金及び現金同等物に係る換算差額 27 △13 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,115 461 

現金及び現金同等物の期首残高 26,955 17,939 

現金及び現金同等物の四半期末残高 20,840 18,400 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

セグメント情報

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  運送事業 

流通加工 
事業 

国際事業 計 

売上高            

外部顧客への売上高 109,435 5,471 3,040 117,947 6,254 124,201 

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － 4,352 4,352 

計 109,435 5,471 3,040 117,947 10,606 128,554 

セグメント利益 4,887 321 256 5,464 1,779 7,243 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産の賃貸事業、物品販売事業及び労

働者派遣事業（委託業務）等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当

該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 5,464

「その他」の区分の利益 1,779

全社費用（注） △1,646

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 5,597

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない広告宣伝費及び各連結会社本社の管理部門に係る費用であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「運送事業」セグメントにおいて営業活動から生じる損益の継続的なマイナス、または地価の著しい下落

が認められる資産グループについては、資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、また除却予定となった

資産については、当該資産の使用価値を零としてそれぞれ当該減少額を減損損失として特別損失に計上して

おります。

なお、当該特別損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては、「運送事業」が110百万円であ

ります。また、報告セグメント以外の減損損失の計上額は67百万円であります。

（重要な負ののれん発生益）

「運送事業」セグメントにおいて、連結子会社が当該会社の自己株式を取得したことにより116百万円の

負ののれん発生益を計上しております。
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Ⅱ  当第２四半期連結累計期間（自  平成26年４月１日  至  平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  運送事業 

流通加工 
事業 

国際事業 計 

売上高            

外部顧客への売上高 108,881 5,805 3,016 117,703 6,749 124,452 

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － 4,247 4,247 

計 108,881 5,805 3,016 117,703 10,996 128,699 

セグメント利益 4,951 126 241 5,319 1,826 7,145 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産の賃貸事業、物品販売事業及び労

働者派遣事業（委託業務）等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当

該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 5,319

「その他」の区分の利益 1,826

全社費用（注） △1,668

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 5,476

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない広告宣伝費及び各連結会社本社の管理部門に係る費用であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「運送事業」セグメントにおいて、営業活動から生じる損益の継続的なマイナス、または移転の意思決定

を行った資産グループについては、資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失とし

て特別損失に計上しております。

なお、当該特別損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては、「運送事業」が225百万円であ

ります。また、報告セグメント以外の減損損失の計上額は98百万円であります。

（重要な負ののれん発生益）

「運送事業」セグメントにおいて、連結子会社が当該会社の自己株式を取得したことにより６百万円の負

ののれん発生益を計上しております。
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